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マークの説明

主な電話番号等 今月の表紙

ツイッター・フェイスブックでも市の情報
を発信しています。
　http://www.city.tanabe.lg.jp/jyouhou/sns.html田辺市

ホームページ
モバイル用
ホームページ

救急受診
ガイド

防災行政
メール等

休日急患診療

■…日付・期間　
■…時間
■…休館日　
■…場所　
■…集合
■…内容　
■…対象・参加資格等

■…定員　
■…料金・費用　
■…持ち物　
■…申込み・申請方法
■…問合せ
[消印]…消印有効　
[先着]…先着順

　田辺広域休日急患診療所（市民総合センター玄関右側）
　内科・小児科系、歯科の応急診療
　　㊐㊗ ９時～11 時 30 分、13 時～16 時

（※小児科のみ、㊏18時～21時30分も診療を行っています。）
　 ☎ 0739-26-4909

■田辺市役所　〒 646-8545 新屋敷町 1
☎ 0739-22-5300 ㈹　 0739-22-5310
■市民総合センター　〒 646-0028 高雄一丁目 23-1
☎ 0739-26-4900 ㈹　 0739-26-4914
■龍神行政局　〒 645-0415 龍神村西 376
☎ 0739-78-0111 ㈹　 0739-78-0116
■中辺路行政局　〒 646-1492 中辺路町栗栖川 396-1
☎ 0739-64-0500 ㈹　 0739-64-0966
■大塔行政局　〒 646-1192 鮎川 2567-1
☎ 0739-48-0301 ㈹　 0739-49-0359
■本宮行政局　〒 647-1792 本宮町本宮 219
☎ 0735-42-0070 ㈹　 0735-42-0239
■市水道事業所　〒 646-0028 高雄三丁目 18-1
☎ 0739-24-0011 ㈹　 0739-24-7910
■市ごみ処理場　〒 646-0053 元町 2291-6
☎ 0739-24-6218 ㈹　 0739-24-4068

◇㊗マークには、振替休日等も含みます。
◇申込み・問合せ等の受付については、基本的に㊏
　㊐㊗を除く８時30分～17時15分です。
◇料金の記載のないものは、無料です。
◇申込み方法の記載のないものは、申込み不要です。
◇市役所の開庁時間は、㊗を除く㊊～㊎の８時30分
　～17時15分です。毎週㊍は、市民課・保険課・税務課
　の一部窓口を19時まで延長しています。

■防災行政テレフォンガイド　☎ 0120-963-910
■救急安心センター　☎＃7119

電話案内サービス

　今月の表紙は、伏菟野
の災害復興記念碑の前に
立つ打越大吾さんを撮影
しました。復旧工事を終
えた山腹を見つつ、物思
いにふける後ろ姿からは、
平成 23 年台風第 12 号に
よる災害の重みがひしひ
しと伝わってきます。心に深く刻まれた記憶

特
集

03814162226
お
し
ら
せ
ワ
イ
ド

ま
ち
の
話
題

お
し
ら
せ
ボ
ッ
ク
ス

子
育
て
ク
ラ
ブ
／
我
が
家
の
愛
ド
ル
／
た
な
べ
ス

マ
イ
ル
／
防
災
コ
ラ
ム
／
ま
ち
か
ど
特
派
員
／
た

な
べ
散
歩
／
図
書
館
へ
行
こ
う

「
生
涯
骨
太
ク
ッ
キ
ン
グ
」
の
参
加
者
を
募
集
し

ま
す
／
龍
神
わ
か
わ
か
教
室
を
開
催
し
ま
す
／
パ

ソ
コ
ン
講
習
会
の
受
講
生
を
募
集
し
ま
す
／
「
平

成
28
年
度　

臨
時
福
祉
給
付
金
」「
障
害
・
遺
族

年
金
受
給
者
向
け
給
付
金
」
に
つ
い
て
／
「
遠
隔

外
来
」
を
受
け
て
み
ま
せ
ん
か
？　

ほ
か

み
ん
な
で
楽
し
む
！ 

ヤ
ー
ヤ
ー
ま
つ
り
／
一
枚

の
紙
が
表
情
豊
か
に
変
身
／
11
月
の
上
映
に
向
け

撮
影
開
始
！　

ほ
か

庁
舎
整
備
方
針
の
答
申
に
つ
い
て
／
国
民
健
康
保

険
（
国
保
）
の
保
険
証
が
10
月
1
日
か
ら
切
り
替

わ
り
ま
す
／
第
9
回
市
民
活
動
ま
つ
り
を
開
催
し

ま
す　

ほ
か

み
ん
な
の
広
場

相
談
日
程

広
報
田
辺  

平
成
28
年
9
月
号
・
も
く
じ

「
あ
の
時
を
忘
れ
な
い
〜
平
成

23
年
台
風
12
号
か
ら
5
年
〜
」

特
集〜

平
成
23
年
台
風
第
12
号
か
ら
5
年
〜

あ
の
時
を
忘
れ
な
い

　
平
成
23
年
9
月
に
当
市
を
襲
っ
た
台
風
第

12
号
。
あ
れ
か
ら
5
年
が
た
ち
ま
す
が
、
皆

さ
ん
は
当
時
の
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
か
？

市
内
各
地
で
、
河
川
の
氾
濫
や
土
砂
災
害
等

を
引
き
起
こ
し
、
甚
大
な
被
害
を
及
ぼ
し
ま

し
た
。

　
こ
の
災
害
に
よ
る
記
憶
を
風
化
さ
せ
な
い

た
め
に
も
、
改
め
て
当
時
を
振
り
返
る
と
と

も
に
、
防
災
・
減
災
に
つ
い
て
一
人
ひ
と
り

何
が
で
き
る
の
か
を
考
え
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

☆
防
災
ま
ち
づ
く
り
課 

地
域
防
災
係

☎
0
7
3
9
（
2
6
）
9
9
7
6
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平成 23年 9月、「あの時」何が起こっていたのか地域の絆、「あの時」と「これから」

　

強
い
雨
が
途
切
れ
ず
に
何
日
も
降

り
続
き
、「
こ
れ
は
い
つ
も
の
雨
と

違
う
な
」
と
思
っ
た
の
を
覚
え
て
い

ま
す
。

　

9
月
3
日
の
夕
刻
、
だ
ん
だ
ん
と

強
く
な
る
雨
の
様
子
を
見
て
い
る
う

ち
に
、
避
難
指
示
が
出
さ
れ
、
家
族

や
隣
近
所
の
人
た
ち
と
一
緒
に
避
難

所
へ
向
か
い
ま
し
た
。
そ
の
間
、
地

区
の
役
員
や
消
防
団
員
の
方
た
ち

が
、
逃
げ
遅
れ
た
人
が
い
な
い
か
何

度
も
見
回
り
に
行
っ
て
く
れ
た
お
陰

で
、
何
と
か
み
ん
な
が
無
事
で
い

ら
れ
て
、
ほ
っ
と
し
ま
し
た
。

よ
う
や
く
水
が
引
い
た
9
月

5
日
の
お
昼
前
、
自
宅
に
戻

る
と
床
上
か
ら
60
㎝
程
の
と

こ
ろ
に
水
の
跡
が
あ
り
ま
し

た
。
こ
ん
な
こ
と
は
、
私
の

知
っ
て
い
る
限
り
一
度
も
無

く
、
こ
の
台
風
の
恐
ろ
し
さ

を
痛
感
し
ま
し
た
。

　

つ
ら
く
大
変
な
と
き
で
し

た
が
、
台
風
が
去
っ
た
後
の

自
宅
や
道
路
の
片
付
け
に
は
、

被
害
が
少
な
か
っ
た
近
所
の

方
や
、
各
地
か
ら
駆
け
つ
け
て

く
だ
さ
っ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
方
な
ど
、
多
く
の
方
が
手
伝

い
に
来
て
く
れ
た
お
陰
で
素

早
い
復
旧
が
で
き
ま
し
た
。
こ

の
よ
う
に
協
力
し
合
え
た
こ

と
に
地
域
の
絆
の
強
さ
を
感

じ
ま
し
た
。
台
風
被
害
が
あ
っ

て
か
ら
、
地
域
の
結
束
が
よ
り
強
く

な
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

こ
こ
は
、
ず
っ
と
私
た
ち
が
住
ん

で
き
た
大
切
な
場
所
。「
み
ん
な
で

な
ん
と
か
し
よ
ら
」
と
い
う
思
い
で

こ
の
地
域
を
守
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

地域を守るために
「みんなでなんとかしよら」

この熊野で
もう一度元気な声が聞きたい

　

熊
野
地
区
で
は
、
被
害
が

大
き
く
、
警
戒
区
域
に
指
定

さ
れ
た
こ
と
で
、
住
民
の
全

員
が
立
ち
入
れ
な
く
な
り
ま

し
た
。
3
か
月
が
経
ち
、
よ

う
や
く
戻
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
も
の
の
、
中
に
は
親
戚
や

知
り
合
い
の
所
に
行
っ
た
ま

ま
戻
ら
な
い
人
も
い
て
、
地

区
は
寂
し
く
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。

　

そ
れ
で
も
故
郷
で
暮
ら
し

た
い
と
戻
っ
て
来
て
く
れ
た

人
も
い
て
、
ど
う
に
か
我
々

で
こ
の
地
区
を
見
捨
て
ず
に

な
ん
と
か
し
た
い
。
そ
う

思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
に
、
今

年
の
春
頃
か
ら
自
分
た
ち
で

地
域
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
い

う
声
が
大
き
く
な
り
、
こ
こ

に
来
て
よ
う
や
く
動
き
出
し

ま
し
た
。

　

ま
ず
は
人
に
来
て
も
ら
う
こ
と
。

熊
野
の
元
気
な
姿
を
見
て
も
ら
う
こ

と
で
、
ま
た
百
間
山
の
自
然
を
楽
し

む
観
光
客
が
来
て
く
れ
る
か
も
知
れ

な
い
し
、
も
と
も
と
住
ん
で
い
た
人

は
戻
っ
て
来
て
く
れ
る
か
も
知
れ
ま

せ
ん
。
こ
の
場
所
で
、
再
び
元
気
な

声
が
聞
こ
え
る
よ
う
に
な
る
こ
と
。

そ
れ
が
、
昔
か
ら
こ
こ
に
住
む
我
々

の
願
い
で
す
。

熊野
中村 展久 さん

熊野
橋本 登 さん

熊野
榎本 成一 さん

想
像
を
は
る
か
に
超
え
た
洪

水
、
土
砂
災
害
等
に
よ
る
被
害

　

こ
の
台
風
が
も
た
ら
し
た
大
雨
は
、

大
規
模
な
水
害
と
土
砂
災
害
を
引
き

起
こ
し
、
想
像
を
は
る
か
に
超
え
る

歴
史
的
な
大
災
害
と
な
り
ま
し
た
。

　

本
宮
地
域
で
は
熊く

ま
の
が
わ

野
川
が
氾
濫

危
険
水
位
に
達
し
、
上
流
に
あ
る

二ふ
た
つ
の

津
野
ダ
ム
で
は
、
４
日
の
午
前
３

時
30
分
に
１
秒
間
で
約
９
０
０
０
ｔ

と
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
放
流
量
と
な

り
ま
し
た
。
そ
の
影
響
で
各
支
流
も

増
水
し
、
国
道
１
６
８
号
沿
線
の
家

屋
等
は
、
２
階
ま
で
水
没
し
、
土

砂
が
流
入
す
る
等
、
被
害
棟
数
は

４
５
０
棟
近
く
に
上
り
ま
し
た
。
田

辺
地
域
で
も
、
古
尾
地
区
や
中
芳
養

地
区
・
秋
津
町
・
上
秋
津
地
区
等
で

４
０
０
棟
以
上
の
家
屋
等
の
被
害

が
あ
っ
た
ほ
か
、
龍
神
地
域
の
約

　

平
成
23
年
台
風
第
12
号
は
、
本

市
に
襲
来
し
た
時
点
で
中
心
気
圧

９
６
５
hPa
、
最
大
風
速
35
ｍ
の
大
型

で
、
ほ
と
ん
ど
停
滞
し
た
ま
ま
、
市

内
に
豪
雨
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
９

月
１
日
か
ら
本
降
り
の
雨
と
な
り
、

次
第
に
滝
の
よ
う
な
猛
烈
な
雨
と
な

り
ま
し
た
。
８
月
29
日
〜
９
月
４
日

の
山
間
部
で
の
総
雨
量
は
、
軒
並
み

１
０
０
０
㎜
を
超
え
、
大
塔
地
域
の

大
杉
観
測
所
で
は
、
２
０
０
０
㎜
近

く
も
の
大
雨
と
な
り
ま
し
た
。

１
２
０
棟
、
大
塔
地
域
の
約
50
棟
、

中
辺
路
地
域
の
約
20
棟
を
合
わ
せ
る

と
、
家
屋
等
の
被
害
は
１
０
０
０
棟

を
超
え
、
か
つ
て
な
い
甚
大
な
被
害

と
な
り
ま
し
た
。

　

一
方
、
山
間
部
の
至
る
所
で
土
砂

災
害
が
発
生
す
る
中
、
田
辺
地
域
の

伏
菟
野
地
区
・
大
塔
地
域
の
熊い

や野
地

区
を
は
じ
め
、本
宮
町
三
越
（
奥
番
）

地
区
・
中
辺
路
町
栗
栖
川
（
滝
尻
）

地
区
・
龍
神
村
三
ツ
又
地
区
等
で
は
、

山
の
表
面
だ
け
で
は
な
く
、
深
部
の

地
盤
ま
で
も
が
崩
壊
す
る
「
深
層
崩

壊
」
が
発
生
し
ま
し
た
。
土
砂
災
害

の
中
で
も
大
規
模
で
深
刻
な
被
害
を

も
た
ら
す
こ
の
深
層
崩
壊
に
よ
っ

て
、
9
名
の
方
の
尊
い
命
が
犠
牲
に

な
る
と
と
も
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
の

生
活
に
大
き
な
不
安
と
影
響
を
与
え

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
熊
野
地
区
や
三

越
地
区
・
滝
尻
地
区
で
は
、
土
砂
が

川
の
流
れ
を
せ
き
止
め
る
「
土
砂
ダ

ム
」
が
で
き
た
た
め
、
決
壊
の
お
そ

れ
が
あ
る
熊
野
地
区
を
警
戒
区
域
に

指
定
し
、
平
成
23
年
12
月
３
日
ま
で

同
区
域
内
へ
の
立
入
り
を
制
限
し
ま

し
た
。
ま
た
、
三
越
地
区
で
は
土
砂

ダ
ム
か
ら
の
越
流
に
よ
り
集
落
が
ほ

ぼ
壊
滅
し
た
ほ
か
、
滝
尻
地
区
で
は

国
道
３
１
１
号
等
が
浸
水
し
、
長
期

間
、
雨
量
通
行
制
限
や
片
側
通
行
と

な
る
等
、大
き
な
被
害
が
出
ま
し
た
。

　

生
活
面
で
は
、
市
内
の
国
道
・
県

道
・
市
道
１
０
０
箇
所
で
全
面
通
行

止
め
と
な
っ
た
ほ
か
、
ピ
ー
ク
時
で

1
万
世
帯
近
く
の
停
電
、
４
０
０
０

世
帯
を
超
え
る
固
定
電
話
の
不
通
、

携
帯
電
話
・
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
は
田

辺
地
域
以
外
の
ほ
と
ん
ど
の
地
域
で

不
通
と
な
り
、
長
期
間
に
わ
た
っ
て

停
電
や
断
水
、
通
行
止
め
が
発
生
す

る
と
と
も
に
、
通
信
不
通
の
た
め
十

分
な
災
害
・
救
援
情
報
等
が
発
信
で

き
な
く
な
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
状

況
の
中
で
、
11
地
区
２
４
５
世
帯
が

孤
立
。
ま
た
、
避
難
所
の
開
設
は
延

べ
53
箇
所
、避
難
者
は
５
７
８
世
帯
、

１
４
７
４
名
に
上
る
等
、
多
く
の
市

民
の
皆
さ
ん
が
不
便
で
不
安
な
生
活

を
余
儀
な
く
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

　

さ
ら
に
、
梅
や
み
か
ん
の
倒
木
、

水
田
の
冠
水
や
土
砂
の
流
入
等
に
よ

り
約
６
億
円
、
林
地
で
は
１
２
０
億

円
を
超
え
る
被
害
額
と
な
っ
た
ほ
か
、

商
工
業
関
係
の
事
業
所
の
被
害
件
数

は
１
０
０
件
余
り
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
他
に
も
、
市
の
文
化
財
や
多

く
の
公
共
施
設
等
の
至
る
所
に
多
く

の
被
害
を
及
ぼ
し
ま
し
た
。

※
デ
ー
タ
は
、
平
成
24
年

7
月
発
行
「
平
成
23
年
台

風
第
12
号
に
よ
る
災
害
の

記
録
」
に
よ
る
も
の
で
す
。

本宮町　伏拝
横矢 洋美 さん



広報田辺　平成 28年 9月号TANABE City 2016.9 67

災
害
に
強
い
ま
ち
を
目
指
し
て

今後に備え、力を合わせて乗り越えよう

【安全な避難路の確認】
避難所までの経路（避難路）は、あらかじめ自分
たちで決めておき、安全に通行できるかを確認し
ておきましょう。

【非常持ち出し品の事前準備】
避難時の荷物は必要最低限で、事前に準備してお
きましょう。
■非常持ち出し品の一例
◇預金通帳や印鑑等の貴重品
◇懐中電灯
◇ラジオ
◇乾電池
◇携帯充電器
◇水や保存食
◇下着や肌着等の着替え
◇その他、服用中の薬等、個人で必要となるもの

災害への備え

【正確な情報収集と自主避難】
ラジオ・テレビで最新の気象情報等を収集し、危
険を感じたら早めに自主避難しましょう。また、
河川の状況は、県のホームページの水位監視シス
テムで確認できます。
☆ http : / /www.pre f .wakayama. lg . jp/
prefg/080400/index.htm

【避難の呼び掛けに注意】
市や消防団から避難の呼び掛けをした場合には、
速やかに避難してください。

【避難方法】
動きやすい格好、2人以上での行動を心掛けましょ
う。なお、道路が冠水するなど危険な場合は、無
理をしないで高い所などで救助を待つのが安全で
す。夜間なども外への避難が危険であれば自宅の
2階などに避難しましょう。

【高齢者などの避難に協力】
高齢者や子供、病気の方は早めの避難が必要です。
避難に協力しましょう。

避難の心得
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この災害を教訓に取り組んでいます

　平成 28年 3月 1日から市の気象警報・注意報
等の発表区域が「田辺市田辺」、「田辺市龍神」、「田
辺市中辺路」、「田辺市大塔」、「田辺市本宮」の 5
地域に分割されました。旧市町村ごとに分割され
ることにより、これまでよりも地域が特定され、
より状況に即した気象警報等の情報をお伝えする
ことが可能となりました。

気象警報等の細分化

　いつ起こるか分からない土砂災害は、明るいう
ちの早めの避難が重要です。台風や豪雨により、
土砂災害等の被害が予測される場合には、避難勧
告等を発令する状況に至っていなくても、早期に
自主避難を促しています。

早期避難情報

　気象情報や避難勧告等の情報を的確かつ迅速に
伝達できるよう、様々な媒体を利用することで情報
伝達の多重化を図っています。次の①～③は、防
災行政無線放送の内容を確認することができます。

【①防災・行政メール】
携帯電話及びパソコンに配信します。メールを受
け取るには登録が必要です。詳しくはホームペー
ジをご覧ください。
　http://www.city.tanabe.lg.jp/bousai/bg-mail.html

【②防災行政テレフォンガイド】
電話回線を利用した電話案内サービスです。
☎ 0120-963-910（フリーダイヤル）

【③ SNS（ツイッター・フェイスブック）】
ツイッターやフェイスブックをご利用の方に情報

情報伝達手段の多重化

発信をしています。
☆http://www.city.tanabe.lg.jp/jyouhou/sns.html

【④緊急速報メール】
㈱ NTT ドコモの緊急速報「エリアメール」、
KDDI ㈱及びソフトバンク㈱の緊急速報メールを
利用し、市内の携帯電話を所有している方に対し
て避難勧告等の情報を配信します。

【⑤ FM臨時災害放送局】
臨時災害放送局とは、大災害が発生したとき、必
要に応じて市が立ち上げるＦＭ放送です。

【⑥ラジオの聴取エリアの拡大】
ケーブルテレビの同軸線とラジオのアンテナを接
触させて聴くことができます。

防災まちづくり課
地域防災係

係長　竹中 孝雄

◇台風等により大雨が予想される場合
◇台風が紀伊半島付近に上陸の可能性がある場合
◇大雨・洪水警報等及び土砂災害警戒情報の発 
表が見込まれ、土砂災害の危険度が高まるおそ
れがあると判断した場合　など

発令の目安

◇早期受入れの避難施設の開設
◇防災行政無線等で日没時間を考慮して自主避
難を促進

発令 !!


